































シアム NITA法廷弁護研修プログラム体験セミナーJ(NITA: Trial Advocacy Train-
























































































































(The Carnegie Foundation for the Advancement ofTeaching)が， Educating Lawyers: 
Preparation For The Profession Of Law20)を出版した。この著作は，クリニック教
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育を概観し提言をする内容であり，クリニツク教育の科目に強い影響を与えてきて
いる。さらに， Best Practices for Legal Education21)が出版された。これは，クリ
ニック教育を実際に担当している人たちの数年にわたる成果を取り入れて改良を重
ねた教科書であり，法学教育を変革する道筋を示すものとなってきた。それによる
と，一番良い法学教育の方法とは， 1) 目標の設定， 2) どのような順序でどのよう













































































ター (Centerfor Patient Partnerships)を運営している30)。
クリニックは，学生たちにとても人気があり，履修登録者数が常に履修可能者数
を上回る状態である。クリニック教育は集中的に行われるために，ロースクーノレ内























































trepreneurial Clinicl と患者連帯センター (Centerfor Patient Partnershipslは，パー
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にお願いしています。そして，学生がわれわれの監督下で， 1対 1か，あるいは 1
対大きなグ、ノレープかで，こうした依頼人の役を果たしてくれる人と話をいたしま
す。
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そして，その話の中で，インタビューの中で，うまくいったことと，いかないこ
とを分析します。そして，プログラムの最初の段階で，先生，例えば私のような教
える側が依頼人インタビューするのを学生に観察してもらいます。そして，プロが
どのようにやっているのか，プロはどのようにインタビューを構成するのかを見て
もらうのです。
そして，その後，初めて，私が学生の横に座って監督をするという状態で，学生
が実際にインタビューをします。そのインタビューのあとで，私は学生にフィード
パックをします。このような，シミュレーションとでも呼べるプログラムを何回も
やるんです。
そして，これ以外の分野でも，例えば，疑似カクンセリングセッションをクライ
アントを対象として行うこともあります。あるいは，裁判所に出かけて訴訟をする
学生がいる場合には，クラスの中で，実際に訴訟に行く前にその準備をモック・ヒ
アリングとして行うこともあります。ですから，これは，重要なフ。ログラムの一部
としてわれわれがとても重要視している部分です。
ピーター・ホフマン先生，あなたもプログラムの説明をしたいのではないです
か。学生に対して，同じように，やはりシミュレーション，あるいはローノレプレー
などをしているのでしょうか。
ホフマン アメリカのクリニツクのほとんどは，そのような何かの役をする，例え
ば依頼人の役をして話をするというプログラムを持っていると思います。そしてク
ラスの中で，学生がシミュレーションを通してインタビューの能力，カクンセリン
グのやり方，交渉のやり方，そして弁論を学ぶということが行われています。
また，多くのクリニックでは，カリキュラムの中でシミュレーションコースが多
く使われています。スキノレを学ぶ上でのシミュレーションです。そして，クリニツ
クと，そしてスキルをシミュレーションを通じて学ぶということは，違うカリキュ
ラムなのですけれども，スキノレの授業では，例えば，依頼人をいかに代理するか，
あるいはそれに必要なスキルをいかに教えるかなと、が必要になっています。その中
で，学生に何を学んでほしいかについて，われわれはいつも自問自答しています。
依頼人の役をしながら，そのことをいつも考えています。そして，学生を教える上
で，つまり学生に学びたいことを学んでもらうために，ベストな教授方法は何かを?
いつも考えています。授業では，例えば，疑似エクササイズ，模擬エクササイズを
使うこともありますし，また実際の依頼人にお願いすることもあります。また，実
際の依頼人プラス，シミュレーション，つまり，依頼人の役をしてくださる方に
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入っていただくプログラムを混ぜて使うこともよくあります。
司会 時間も押してきておりますので，終わりにしたいと思いますが， PSIMコン
ソーシアムでお招きした先生方にも，この講演および討論にご参加いただきまし
て，大変ありがたく思っております。
最後ですが，待問延長にもかかわらず通訳の労を執ってくださいましたお二人の
通訳者の方に，拍手でお礼を申し上げたいと思います。どうもありがとうございま
した。
続きまして，地階で，南山大学主催で懇親会を行いたいと思います。ささやかな
宴ですが，カノレマノ学長もすでに会場に到着しています。ぜひご参加いただきたい
と思います。
本日はどうもありがとうございました。
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